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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】平成29年8月24日(2017.8.24)

【公表番号】特表2016-530406(P2016-530406A)
【公表日】平成28年9月29日(2016.9.29)
【年通号数】公開・登録公報2016-057
【出願番号】特願2016-527110(P2016-527110)
【国際特許分類】
   Ｄ０４Ｈ   3/033    (2012.01)
   Ｄ０１Ｄ   5/08     (2006.01)
   Ｄ０１Ｆ   6/00     (2006.01)
   Ｄ０４Ｈ   3/009    (2012.01)
   Ａ６１Ｌ  15/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  31/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０４Ｈ    3/033    　　　　
   Ｄ０１Ｄ    5/08     　　　Ｅ
   Ｄ０１Ｆ    6/00     　　　Ｚ
   Ｄ０４Ｈ    3/009    　　　　
   Ａ６１Ｌ   15/00     　　　　
   Ａ６１Ｌ   31/00     　　　Ｐ

【手続補正書】
【提出日】平成29年7月12日(2017.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（１）ポリ（フェニレンエーテル）成分、ポリ（フェニレンエーテル）－ポリシロキサ
ンブロックコポリマー、あるいはこれらの組み合わせ；（２）ポリエーテルイミドホモポ
リマー、ポリエーテルイミドコポリマー、あるいはこれらの組み合わせを含むポリエーテ
ルイミド成分、ポリエーテルエーテルケトンホモポリマー、ポリエーテルエーテルケトン
コポリマー、ポリフェニレンスルホンホモポリマー、ポリフェニレンスルホンコポリマー
、芳香族ポリエステルホモポリマー、芳香族ポリエステルコポリマー、あるいはこれらの
組み合わせ；あるいは（３）ポリカーボネートホモポリマー成分、ポリカーボネートコポ
リマー成分、あるいはこれらの組み合わせ、を含む少なくとも１つのポリマー成分を、複
数のオリフィスを有する回転するスピナレットに通過させることにより、それぞれの長さ
と径の比が１，０００，０００超であり、好適には５，０００，０００超であり、より好
適には２０，０００，０００超であり、それぞれの径が５０ｎｍ～５μｍであり、好適に
は５０～１０００ｎｍであり、より好適には１０～５００ｎｍである複数の連続ポリマー
フィラメントを紡糸するステップであって、非エレクトロスピニング環境で実行され、少
なくとも３００ｇ／時間／スピナレットの速度で、好適には少なくとも７０００のｇ／時
／スピナレットの速度で実行されるステップと；
　前記複数の連続ポリマーフィラメントを含み、幅が少なくとも１５０ｍｍの不織布を製
造するステップと、を備えることを特徴とするプロセス。
【請求項２】
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　前記不織布を製造するステップは、前記複数の連続ポリマーフィラメントを固化させる
ステップと、好適には往復ベルトであるキャリヤ基板、機能性シート、フィルム、織布ま
たは不織布織物、ロール状生産品、あるいはこれらの組み合わせ上に前記複数の連続ポリ
マーフィラメントを堆積するステップを備えることを特徴とする請求項１に記載のプロセ
ス。
【請求項３】
　（１）ポリ（フェニレンエーテル）成分、ポリ（フェニレンエーテル）－ポリシロキサ
ンブロックコポリマー、あるいはこれらの組み合わせ；（２）ポリエーテルイミドホモポ
リマー、ポリエーテルイミドコポリマー、ポリエーテルエーテルケトンホモポリマー、ポ
リエーテルエーテルケトンコポリマー、ポリフェニレンスルホンホモポリマー、ポリフェ
ニレンスルホンコポリマー、芳香族ポリエステルホモポリマー、芳香族ポリエステルコポ
リマー、あるいはこれらの組み合わせ；および（３）ポリカーボネートホモポリマー成分
、ポリカーボネートコポリマー成分、あるいはこれらの組み合わせ、の内の少なくとも１
つを含む少なくとも１つのポリマー成分から、長さと径の比が１，０００，０００超であ
り、好適には５，０００，０００超であり、より好適には２０，０００，０００超であり
、径が５０ｎｍ～５μｍであり、好適には５０～１０００ｎｍであり、より好適には１０
～５００ｎｍである複数の連続ポリマーフィラメントを紡糸するステップであって、非エ
レクトロスピニング環境で、ポリマーを、複数のオリフィスを有する回転するスピナレッ
トに通過させるステップを備え、少なくとも３００ｇ／時／スピナレットの速度で、好適
には少なくとも７０００ｇ／時／スピナレットの速度で実行されるステップと；
　前記複数の連続ポリマーフィラメントをチョップ化して複数のチョップ化ナノ繊維を得
るステップと；
　前記ナノ繊維を不織布に形成するステップと、を備えることを特徴とする不織布の形成
プロセス。
【請求項４】
　前記複数の連続ポリマーフィラメントはそれぞれ、治療活性、触媒活性、マイクロエレ
クトロニクス活性、マイクロオプトエレクトロニクス活性、磁気活性、生物活性、あるい
はこれらの組み合わせを付与する少なくとも１つの付加機能を備えることを特徴とする請
求項１乃至請求項３のいずれかまたは複数に記載のプロセス。
【請求項５】
　前記複数の連続ポリマーフィラメントはいずれも、隣接するフィラメントに接合されて
いないことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれかまたは複数に記載のプロセス。
【請求項６】
　前記複数の連続ポリマーフィラメントの一部は、隣接するフィラメントに少なくとも部
分的に接合されていることを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれかまたは複数に記
載のプロセス。
【請求項７】
　前記ポリマー成分は、前記ポリ（フェニレンエーテル）成分、前記ポリ（フェニレンエ
ーテル）－ポリシロキサンブロックコポリマー、あるいはこれらの組み合わせが溶媒に溶
解した溶液形態であることを特徴とする請求項１乃至６のいずれかまたは複数に記載のプ
ロセス。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項７のいずれかまたは複数に記載のプロセスで製造されることを特徴
とする生産品。
【請求項９】
　紡糸された前記フィラメントと少なくとも１つの他の繊維を含む複合材不織生産品であ
ることを特徴とする請求項８に記載の生産品。
【請求項１０】
　シート、フィルムまたはロール状シート品に接着された複合材不織生産品であることを
特徴とする請求項８乃至請求項９のいずれかまたは複数に記載の生産品。
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